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□Ｈ・句匡一急己同月目園ぐ・ロの】①す。匡（』『①①！』、①①）の助手とし
て、長く日本の万有学的研究に従事したＣＨ・因①ご己○ヶ団胃、の円
の経歴及び功績について、従来これといってまとまった論文はな
く、僅かに断片的に論究されたものがあるだけで、深く追求した
しのはなかった。したがって彼の生役は、わが国歴史学界に於い
ては、不詳のまま今日に及んでいる。ところが幸いなことに、私
は日本の博物学に関するオランダの諸文献を研究調査している内
に、㈲の己のロの囚］岸⑫‐ずのＨ宮門旨日館長、祠Ｈｏ〔・ＣＯ・○・］・ぐ目
の厨の己の博士のご援助と助言により団冒、①円の生没と功績につい
て、ある程度概略的に掌握することができたので、本稿でこれを
取り上げてふることにした。
は
じ
め
に
｜》）ＣＨ・因①冒己ｏけ国日、①Ｈどの生涯について（石山）
ｓＨ・国①冒国呂団巨信①局どの生涯について
ＣＨ・因①旨１ｓ国胃、のＨは、一八○六年一月二十日ドイツの
三の禺のＨ（国目・ぐ①Ｈ）の因四日①一口で、ユダヤ系ドイツ人の家系
のの日目の］国冒、のＨと向く回冨の］日との間の十人中、七番目の
（１）
子供として生まれた。彼の父は出色閂目の］ロの商人であったが、彼
がまだ幼少の頃に他界し、そのため母一人の手で子供達は育てら
れた。しかし母には教育させるだけの職も収入もなく、その上、
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
が
た
め
に
、
そ
の
一
家
は
多
く
の
精
神
的
・
経
済的な苦悩の生活を送らねばならなかった。このことは、後述す
る国の旨回ｎヶ国胃、の円自身にＪも同じことがいえる。即ち、一八一一一
七年頃彼は結婚したが、シ日⑫芹①ａ色目とＰの瓦のロの公文書館中に
（２）
は、結婚証明書が存在しないし、彼の東洋での活躍Ｊもあまり高くは
評価していない。また、彼のオランダ帰化申請の許可も、一八五
（３）
五年にようやく認められているとい尻ノ状態で、才能があってＪも、
ぐ目の】①す。臣のように秀れた家系や地位・名誉Ｊもなく、その上
政治力や経済力Ｊもなかった。国胃、のＨにあるものは、唯自分の才
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能とユダヤ系ドイツ人の家系があるというだけにすぎなかったの
である。しかし彼は、生来から学問を好糸、秀梁才能の持主で
あるため、知識も飽きることなく意欲的であった。彼が何時、何
処の大学で博士号の学位を得たのか分らぬが、少くとも日本渡来
の一八二五年（文政八年）には、称号を用いていたことだけは確
かである。
一八二一年十月一一五日、彼はドイツの○．三目、①口大学の数学
（５）
科に入学し、翌年の十月には天文学科に転科している。彼が何処
で薬学を学び、薬剤師の資格を得るようになったのか、現段階で
は調査不足のため分らぬが、私宛に来た○・○・○・〕・ぐ・ロの（冊已の
博士の書翰及び論文によれば、「この予備訓練（○．三品目大学
での数学、天文学の専攻について）は、将来の薬剤師として有益
（６）
では無かろうが、彼自身であることには間違いない」ことを明ら
かにしている。一八二三年八月頃までは、少くとも大学に籍を置
いていたと思われるが、彼はこの年内証でオランダに行く為、母
（７）
のもとを去った。それは経済的な理由もあるが、学生時代から交
友のあったぐ・ロの】ｇｏ］』の影響も少なからずあったと思われ
る。同年九月六日、シ曰の［の己凹日を後に］いく回に向け、『・身の陣
ＣＯの船会社の船で出帆した。彼は公務上の国回国ぐ旨のＣ）口‐
（８）
岸
国
風
色
の
病
院
で
、
見
習
い
薬
剤
師
と
し
て
勤
務
し
た
の
で
あ
る
。
彼
が
何
故に蘭領東印度政庁（○・ぐの目・円‐の①ロの日』。【号の□具＆同色、【
旨昌の）に勤務するようになったか、その理由を考えるならば、私
は次の三つの点をあげたい。
先ず、その最も重要な理由は、彼の母や姉妹が経済的に困窮し
（９）
ているのを援助することにあったことである。第二に、彼自身の
情熱的な知識欲による生来の学問好きな点が、第一の理由とあい
まって、勤務する意志が強固になったものと思われる。彼は蘭領
東印度政庁に勤務することによって、あるいは自分の好きな理化
学系統の研究が出来るものと考え、自分の進むぺき道を、自ら選
んだのであろう。第三に、後述するぐ・ロの】のす。臣との古くから
の交友であり、ｑ・ロ巴⑩す。］」の意欲的な東洋学研究（特に日本の
万有学的研究）に少なからず影響があったことも否定できない。
第一一、第三の理由は、経済的な面と比較するならば、それはさし
て重要でないかも知れない。しかし□Ｈ・国①ご回呂因冒、のＨ自
身の年令が、未だ十七才という若さであったことと、その若さが
学問への真理を追求する面に目が向けられたこと、特に異境の地、
東洋での研究に興味と知識欲が浦き、一段と拍車がかけられたと
考えるならば、それは第一、第二、第一一一の理由が混合して成り立
つといっても、決して過言ではあるまい。
一一
一八二五年一月十四日、彼は見習い薬剤師から一一一級薬剤師
（、）
（缶固・岳の岸のＨ』のＨ②：【一口の⑫の）に昇進した。更に、彼にとって
幸福にも、日本渡来の最初の機会にめぐまれた。それは此年（文
政八年）、己・ロの】のず◎丘が蘭領東印度政庁に、日本の万有学的研
究のための二人の助手を稟請し、認可されたことによるものであ
っ
た
。
そ
の
二
人
が
、
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国
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胃
、
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Ｈ
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０日。］ロ⑫四口すの風」の二一一の口のＰずのである。同年十二月一一日付の
出島商館長より蘭領東印度政庁への報告によれば、団胃、日は二
級薬剤師（少己◎房のヶ臼旦の吋皀。【一口の印の）に昇進し、物理・化学
・薬学・鉱物学等に詳しく、いろいろな実験実測に於いて８口
（、）
の厨ず。］」のよき伴侶であることが記されている。また、画家とし
て派遣された○日◎一口の出口すのＨ庁旦のぐ】一一のロの呂のも彼の助手を勤
め、長崎でもオランダ画家として、役人として知られるようにな
っていた。この一一人のよき助手について、ぐ。□辺のす。］』は、彼
の大著禽三〕弓。□》シ月宣く目Ｈ国ののＣ旨の】宮口、ぐ。ｐ］眉目．》（日
本）の中で「ピュルゲル君は前に我瓜珪病院の薬剤師たりし人に
て、特に理学・化学・鉱物学を好みてせしかぱ、此事を其人に委
任し、ドウ・フィールネーヴェ君は商館の役人をも命ぜられたる
が、絵をよく描くなり。両人ともに余の研究の経過中、誉むるに
（辺）
足る程の尽力をなしたり、」と述べ、二人を高く評価している。
事実、ぐ・ロの】のず・丘の日本研究のために、助手として秀れた功績
を
あ
げ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さて、ごＨ・西①］日］Ｓ団胃、のＨの日本渡来のいきさつについ
て、関連した二つの説があるので、私の考えを含めて、もう少し
論述してみることにしたい。その第一の説は、彼がドイツ本国に
いた学生時代、ｄｏ口盟のず。一旦その他と共に一つの秘密結社に属
し
、
そ
れ
が
た
め
に
、
本
国
を
出
奔
し
て
東
洋
に
来
た
の
で
あ
る
と
噂
を
た
（咽〕
てられる程、古くからの親友であったという説である。それが第
二の説と関連して、団胃、①Ｈが閲領東印度政庁に勤務する一八一一
一一一年以後、団日§旨で薬剤師としての仕事をする一方、自ら日
腐ＤＨ・因①旨Ｈ】呂国目、のＨ・》の生涯について（石山）
本渡来を希望し、政庁に要求し、やがて認可され、出島に配置さ
（Ｍ）
れたのだというのである。この二つの説から私は推測すると、彼
は日本渡来の希望を、政庁に申請する以前から、長崎出島で日本
研究に従事していたく○口の】のず◎臣に自ら働きかけ、それが偶犬
一八二五年のぐ。口盟のず・］」の稟請となって、渡来する機会にめ
ぐまれたのではなかろうかと想像するのである。したがって、
『。□の】ｇｏ］」が政庁に対して、故意か、あるいは意図的に国胃、のＨ
を指名し、承認を求めたものと考えたい。何れにしても、彼と
ＣＨ・旧二】弓甸Ｈ：いぐ・口の〕のす。］』との関係は、日本渡来以前か
ら交渉があったように思われるが、残念ながら私の研究不足によ
り、確実な史料がないので推測することで留めておきたい。
一一一
一八二六年二月十五日（文政九年一月九日）から七月七日（同
年六月一一一日）、所要一四一一日間の江戸参府旅行に、□Ｈ・国の冒臥呂
国胃、のＨは、商館長の］・目三】一一の日些のの目Ｈ】日》己獄・石三目
同日目園ぐ・ロの】のす・屋と共に同行した。彼は書記の肩書で一行に
加えられたのである。「江戸参観の一行は我和蘭側にては三人よ
り成れるを知るべし。そは使節たる商館の長、書記役及び医師足
なり。ピュルゲル君並びにドウ・フィールレネーヴェ君両人を伴
ばんは余の大いに希望する所なりしが、此度は池も叶はず、色念
骨折りて漸くピュルゲル君を書記役の名義にて同行することとな
（巧〕
りしのみ」とぐ。ｐ段のず・］』が述べているように、彼は団胃、のＨ
を
同
行
さ
せ
る
た
め
に
、
種
犬
画
策
し
、
苦
慮
し
た
よ
う
で
あ
る
。
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さて、この江戸参府の一行に加えられた国冒、閂は、ぐ・口
盟のず◎臣の助手として調査のために、積極的・意欲的に出来得る
限りの援助を尽した。温泉の成分の分析、鉱物や岩石の鑑定、緯
度・経度の測定、植物採集、箱根山でのバロメーター使用による
高度の測定等、広い分野にわたって多くの仕事に従事した。例え
ば二月十五日（旧正月九日）の条に「温泉嶽の麓・島原の東海岸
に接して病を癒す効力ありしとして名ある温泉あり。其近くなる
漁村名に取りて小浜二・盲目ロと云ふ。……温泉は凡そ華氏の九
十度（列氏二十五度・七八）にして、色は清く、泉水の如く透明
なり。臭なく味は強く鰄し、比重は一・○三五○なり。ピルゲル
君
の
検
定
に
よ
れ
ば
此
温
泉
は
硫
酸
・
塩
類
・
塩
酸
塩
類
の
象
を
包
含
し
〔焔）
て、鍼水性なり」と。また、植物採集については一二月四日（旧正
月
二
十
六
日
）
の
条
、
牛
首
岬
上
陸
後
採
集
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
日
日
言
目・ロ＆の□冨凹のず・の〔ＮＥＤＣ（ツバキ科ヒメシャラ）に「四国島の
高い山地に生育しているこの植物を、有名なピュルゲル博士が丁
（Ⅳ）
度そこで採集した」と記録している。同じく一一一月二十六日（旧二
月十八日）の条には「鉱物は皆ピュルゲル君に送り、精細なる点
（胆）
検を求めたり」と。また四月六日（旧二月二十九日）の条では「余
は植物学的目的に坊復し、ピュルゲル君は地質学的研究のために
。（ね）
身を委ぬ」等☆、二、一一一の例をあげただけでも、国胃悶のＨの活躍
はめざましい。
鍋島望城の「夜談録」に「書役「ピルゴル」若き男なれども才
子なり」と評しているのは、書記の名義でこの一行に加えられた
（釦）
、Ｈ・国のごＨ◎ず国胃、のＨのことを述ぺているものである。生来か
九八
ら学問好きの彼が、この江戸参府旅行を機会に、更に意欲的に調
査研究に努力したことはいうまでもない。
板沢博士は「ハーグ国立中央文書館中にシーポルト関係の文書
（Ｋ・Ａ・’一八○一）があり、そのうちの一つ（団〕］口豆ｚ○・四）
にシーポルトから提出された「一八二一一一年（文政六）より一八二
六年（文政十つに至る日本での下名等によりて研究された概要」
というのがある。これにシーポルトの日本研究の成果が一目でわ
（皿）
かるょうに列挙してある」と述べられ、更に一八二六年江戸参府
における成果の中に、国胃、のＨがまとめた報告書も書かれておら
れる。即ち、
①一八一一六年ピュルゲル氏国日、閂により測定された日本の物理
学的地理学への寄与、
②日本における鉱泉の分析（一八二七年ビュルゲル氏による）、
③一八二六年長崎より江戸に至る間に試糸たる地球構造学的観測
（翠）
（ピュルゲル氏）
（犯）
④鉱物学、採砿学、資本の心配（ビュルゲル氏）等灸である。
この江戸参府に於いて、□Ｒ・国①冒円百国日、のＨは、商館長
の］・目三】｝｝の日」の、目Ｈ］ｇＣＨ・二・コ・ぐ・ロの】のす。匡等と
共に、江戸在住の多くの蘭学者、医学者等と交渉をもった。その
最も代表的な人物が桂川甫賢である。長崎屋での会談の際に、
国胃、のＨが甫賢に贈ったイタリア語の白日国、盲＆しＨ８］９．
（アルコレ戦闘）や「人物図とイタリア語の賛」でも交渉があっ
たことが容易に理解できる。今泉氏は「桂川遺品中に、「年録」
自
壬
寅
至
卯
甲
辰
と
題
し
た
甫
賢
の
自
筆
の
「
寓
目
録
」
が
あ
る
。
そ
の
一
一
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十五枚一幾二十六枚表に、イタリア語で、カルロ・フルネット画、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ル
チ
オ
刻
、
「
ア
ル
コ
レ
戦
闘
」
と
あ
っ
た
。
そ
の
上
下
欄にわたって、「わが尊敬するポタニクス君へ、博士ピルゲルよ
り」とオランダ語で書いてある。これは……長崎屋での会談にこ
の図の話が出たあとでビュルゲルから甫賢に送られたものである
〔型）
う」と推測されておられる。そのイタリア語の原文は、
シ四口
」のニョの］：可ｏケチ日の出①ロ国○国已目のぐ四口
○日］。『の日の庁」厨の、ロ○し日○口】◎ぐｍＨＢｏ旨日の①
（因シ月月鈩○伊閂レロ閂少閃○○旧○）
」の］日口、》、の》の、弓》因己日巴引の囚口ご・ロケの８月】いご○口』の
い②。←・のＰ○耳○ずＨの弓＠の
冒国Ｈのロ、の旧円のｍｍｏＺ】○８」○勺口、昌
己Ｈ出国ｐＨ、円
である。また、この他「寓目録」二十四枚裏’二十五枚表に「人
物図とイタリア語の賛」寓画とイタリア語の詩のようなものも、
因胃、閂の名こそ明記されていないが、今泉氏によれば「プルヘ
（顔）
ルから甫賢が入手した‘ものと想像される」と述べられている。こ
れ等の点については、氏の「蘭学の家、桂川家の人犬」（続篇）
に詳細に記述されているので、本稿ではこれ以上論述するまでも
ないので、省略したい。
次に箕作院甫との交渉があげられよう。院甫の「誕庵筆記」に
よれば、団胃、円に美濃紙を贈った記録がある。呉博士の「箕作
院甫」、「シーポルト先生其生涯及功業」の著書に「シーポルト
負ＣＨ・国の旨Ｈ】◎ゲ切身、のＨ３の生涯について（石山）
先生が江戸参府の時、院甫は天文台通詞吉雄忠次郎の紹介にて、
先生及びピュルヘルに対面し、為一一修業一毎夕往訪して質疑したり
しことと並びに此時縮緬三反を先生に、美濃紙をビュルヘルに贈
りしこと、院甫の「璽庵筆記」に載せたり。その頃、他の医師達も
同様の手続をして外人に面会したるならんが、かかる書類の残る
あの少なければ、院甫の願書をここに褐ぐぺし「私儀此度阿蘭陀
人罷越侯に付、非番の節為一一修業『天文台通詞吉雄忠次郎手筋を
（妬）
以て毎夕罷越応対仕度奉し存候。且御図可』被レ下候己上」と明記
されている。
尚、私が現段階で研究調査をしている範囲で、江戸に於ける閲
学者、医学者等の交渉の記録及び史料に田胃、の円の名が見当ら
ないのは残念であるが、少なくとも『。ご辺のず・罠と関連して、
国
胃
、
日
が
交
渉
を
も
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
に
は
、
薩
摩
、
中
津
等
の
諸
侯、大槻玄沢、吉雄忠次郎、宇田川熔庵、高橋作左衛門、石坂宗
哲
、
栗
本
端
見
、
土
生
玄
碩
、
最
上
徳
内
、
そ
の
他
天
文
方
諸
氏
、
８
口
皿のず。］』の友人、知人等多数が、長崎屋に出入りして質疑を試糸
ているので、これ等の入念と当然交渉があったと想像しても、間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
。
同
様
に
、
江
戸
参
府
の
往
復
路
に
於
い
て
『
目
の】のす。］」と交渉のあった小森桃鴎、新宮凉庭、美馬順三の兄弟、
小倉中納言、水谷助六・東郭、伊藤圭介、原植松、神谷源内、高
良斉の兄弟、小森肥後守及びその家族等々、その他各地の知人、
友人、門人等についても同じことがいえるであろう。
四
九
九
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一八二七年七月一一日（文政十年五月二十七日）、□Ｈ・国の旨Ｈ〕○ヶ
切胃、９は、ぐ目の】のず。］』の助手として西洋の臨床医学をわが
国で初めて試ふた。患者の名は、肥後国細川臣野口儀兵の悴、律
兵衛という十二才になる少年であった。病名は頭部腫瘍であった
が、この外科手術をぐ目の〕①ヶ・］』及び国胃胴のＨの二人が中心
となって実施したのである。この手術を見学した日本人は、合計
九名であるが、何れもぐ。ｐ辺のす。］」の門人ばかりであった。そ
の主な者は、高野長英、岡研介、戸塚静海、二宮敬作、一一一瀬周一、
石井宗謙等であるが、これ等人炎の書き付けが連名でジーポルト
診療日記」に記録されている。この手術が行なわれた場所は、楢
林・吉雄両塾であり、吉雄塾の門人宮原良碩が「シーポルト直伝
治療法」及び「シーポルト治療日記」の両書を著わし、その中で
この手術の模様を克明に筆録している。両書共、文政十年五月十
一一一日より同月終りまでの吉雄塾に於けるぐ・口匹のす。｝」の診療を
記録したものである。この内の一冊「シーポルト直伝治療法」の
〃吉雄塾出文政丁亥夏五月什七日肥後家中野口律兵衛シーポルト
診療日記〃に頭部腫瘍の記録がある。「夏五月二十右七日肥後国
細川臣野口儀兵殿悴律兵衛歳十二歳成者幼少之時ヨリ頭上右ノピ
ン一一大ヱナル発瘤初小ナルトモ年月重ナリテ十二歳迄内凡廻クシ
ラーーテル厭汀分依頭之形頭一一シ如有誠二律兵術幼年ナルモ武士之
子成者ユイ清犬トシテ青嚢堂二来而阿蘭陀〆イストル、シイポル
ト療之当日〈外ノ外科阿蘭陀ピュルゲル両人ニテ出療来ヒルケル
ハピカイテ座シテ居先メイストル療スルノ手形初〆腫物循墨一一テ
スシヲヒキ……以下略」と手術の経過及び結果について詳細に記
一八一一八年九月（文政十一年八月）、団胃、閂は蘭纈彌印度政
庁より『。□の〕３．］』の職務を引継ぐよう委任された。それは
く◎口盟のす。］』の日本滞在期間が、この九月で任期満了になるこ
とによるものであった。ところが、いわゆる段のす。臣事件の発
生により、彼の職務引継ぎは一時延期を余儀なくされた。この事
件によって、剣・ロ匹呂・］』自身の取り調べは約十一一一カ月間に及
んだが、この間因旨、閂は、彼の日本研究のための資料蒐集及
び調査を出来得る限り援助した。特に博物学の調査研究に全力を
している。
大鳥蘭三郎博士は「従来我邦裡行はれたる西洋医学が悉く書籍
上の研究に過ぎざりしにのが、親しく目前にその治療を見て、之を
習得したるはこの時に始まる。即ち我国西洋臨床医学はこの時に
（”）
初めて起った」と論述されている。この手術は結果的には成功せ
ず、数日後律兵衛は出血多量により死亡するが、国胃、の円自身薬
剤師として、多少の医術の心得はあったとしても、この外科手術
は恐らく、彼にとっても初めてではなかろうか。宮原良碩はこの
記録で、国胃、のＨを外科医と記しているが、ぐ・ロの〕のす。臣の助
手をつとめた彼をも外科医とみたのであろう。しかし事実は、私
が既に述べたように、彼の正式な肩書は、一一級薬剤師（しｂｏ昏鼻のＨ
』のＨ図８房一四ｍｍ①）であり、この方面の仕事が彼の任務であると同
時に、ぐ○口の】のず◎臣の日本研究のための援助をもしていたので
ある。
五
一○○
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尽し、その任務を着実に遂行していったのである。例えば、『自
凹のす。匡が飼っていた山羊のために、毎日乾し草を買い、その中
から標本を選び出し、収集を加えたり、ぐ・ロの】のず・臣の注文で
彼は調査のため人里離れた場所から、密かに標本を集めたりし
（鯛）
た。これは⑩】のず・一」事件により、幕府の監視が一段と厳しくな
ったための苦肉の策であった。呉博士は「蘭館の書記にてピュル
ヘル等が顛難の際に於いても平和の時と同様、終始漁るなくシー
ポルト先生に仕へしは、シーポルト先生自らもそれに付き感識の
（釦）
意を表して書きせしほどなり」と倉ｚ】弓・口》シＨｏげご国日切のｍＩ
ｎ胃の】ず目、ぐ・ロ］眉目）》を引用しつつ述べておられる。
一方、この事件で江戸参府に同行したかどで過料を申し付けら
れ
た
蘭
人
部
屋
附
、
同
出
入
日
雇
の
熊
吉
は
、
事
件
の
翌
年
か
ら
す
で
に
多
くの植物を採集し、標本にして団胃、閂に提供している。特に採
集した植物の中でも、注目すぺきものは、一八二九年五月二十五
《へ□Ｈ・国のご己。彦団月、のＨｇの生涯について（石山）
1lllli
鱒露
〔Rijksherbarium保存の標本〕
右下のイヌガヤの項のＭは，
Miquel（1811～1871）の鑑定
による頭文字と思われる。
日（文政十二年五月十四日）に採集した○の己冨一・厨Ｈロ⑰」目冒８四
日】の日己国・己の（イヌガャ粗榧の類）である。幸い私は淳。｛・○・○・
○・］・『目の〔の①已印博士及び研究員のｚＣＨ岸・」のごＢ・ロのロ氏のご
好意で、熊吉採集のイヌガャ（デポガャ））の標本を撮影までして
送っていただいた（写真参照）。この勝葉標本は現在旧の己目の
閃〕］廓庁の吋冨Ｈご日に保存されている。私はこの植物が熊吉より
国胃、のＨの手に渡り、更に国回国ぐ旨経由でオランダの間の己のロに
送られ、後にヨーロヅ．〈諸国の植物園に、この種の植物が分布し
たのであろうと推測したい。即ち、呉博士の論文に「文政十二年
（一八二九年）レイデン植物園に植えしＯの己冨］◎国門口の己巴目‐
８］・冒員］の日官〕。Ｈ】⑪（イヌガャ粗榧の類）はそれ以来諸方の欧
羅巴の植物園に分布し、よく中欧なる厳冬の寒気に堪えて其誇の
（瓢）
色を減ぜず、其実さへ人々に賞味せらるるなり」と述ぺておられ、
年月日の点から想像するに、あるいはこの論文に書かれている植
物は、熊吉採集のものではなかろうかと考えたのである。ただ呉
博
士
は
、
熊
吉
や
国
胃
帰
Ｈ
等
の
名
に
つ
い
て
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、
正確には判断できないが、年代からして一致するので、恐らく間
違いないと思われる。
また、この他熊吉に関する脂葉標本中に、「江戸表にて押花す
る七号熊吉、十二月十八日」表書の一束が、閃芹呂のＨず日旨日に
保存されている旨、私宛にＺｏＨ岸・」のごＨｏｏＢｇ氏より知ら
せがあった。ただ、この胎葉標本が何年に採集された植物なの
か、年代の記録がないので、正確には分らぬが、凶のず。］』事件で
熊吉が江戸に於いて取り調べをうけた、一八二八年（文政十一年）
一○一
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ではなかろうかと思われる。即ち、その理由を推測するならば、
熊吉は蘭館の日雇であり、彼の生活は経済的に困窮していたこと
等しあって、後年わざわざ江戸表まで出向いて採集した、とは到
底考えられないからである。この勝葉標本等も、恐らく団胃、臼
を
通
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
門
の
己
目
に
送
ら
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
し
かし残念ながら、この標本中にいかなる植物の種類があるのか、
いまのところ分らぬが、この件については現在観］房ゲの円冨Ｈ旨日
に問合わせしている段階である。
一ハ
ー八二九年十月一日（文政十二年九月四日）、正式に蘭領東印
度政庁より、ぐ・口の〕のす。昼の職務を引継ぐよう委任された。こ
のことは、出島瓜珪蘭語文書第九号に、詳細な記録がある。即ち、
「一八二九年九月二十七日、一一十八日（土曜日、日曜日）、此二日間
は毎日の貿易事務に考え及ぶこと出来ざりし、その事柄につきて
は特別の日記をふられよ。二十九日（月晦日）、今日より又仕事
を初めたり。人戈は引継ぎ贈物の仕事に従事せり。三十日（火曜
日）、昨日と同様の仕事に従へり。「外科医少佐ドクトル、フォ
ン・シーポルトの今月二十七日附の長文書状を受領せり。」その
中に高貴政府の今年一一一月三十一日第六号の命令に従ひてなしたる
日本の現在の万有学其他の科学的研究の概況を記し、又彼の考案
によりて彼の研究の為に何事か此上更になすべきことを述べたる
が、此手紙は日本に於いて万有学其他の科学的研究なす為にドク
トル・フォン・シーポルトに交代するピュルヘルのために書きた
一○こ
ろなり。」外科少佐、ドクトル・フォン・シーポルトより猶ほ一
通の書状を受取りたり。此書面によれば、彼は十月一日を以て彼
に交代するピュルヘル君に、万有学其他の科学研究を悉く移した
き旨を記せり。」之によりて、一、右手紙は此事を知らす為にピ
ュルヘル君に与へたり。一一、之につきドゥピーレ子－プェ、マニ
ュエルニ人を委員とし、倉庫長フイッシェルの前にて外科少佐ド
クトル・フォン・シーポルトの手になる印度政庁に属する書物・
機械其他の物品を調べて、それをドクトル・フォン・シーポルト
と交代するピュルヘル君に授くる時に立会ふこととなせり。十月
一日（水曜日）贈物の仕分は尚続きたり。十月二日（木曜日）、
今日は毎日の仕事をせず。昨夜より今朝七時迄暴風雨おりて、島
（犯）
と町との中はその為に薙倒されたり」と。国働ＨｍのＨの肩書は、板
沢博士によれば「パタピア文書館に一八二九年十一一月一一十日およ
び一八一一一○年十二月二十日附の東印度総督宛の長文の報告書があ
り、その署名に鈩目宮のロ：Ｈすの］閉庁目の芹ぽの芹：甘口Ｈ盲目】ぬ
。＆の目・の斥芹の］：目（日本に於ける自然科学的研究に任ずる官
（調）
吏）と肩書を附している」と述べておられるように、公式に自然
科学調査の研究を引継いだ訳けである。
ぐ・ロの〕のす・団は、一八一一一一一年八月十一日（文政六年七月六日）
から一八二九年十二月一一一十日（文政十二年十一一月五日）まで、滞在
六年の短期間に日本の言語、習慣、博物学、地理学、宗教、天文
学等、その他多くの事柄について調査研究に努め、偉業を成しと
げた。その成果の一部は周知の如く、概略的に彼の大著寅Ｚ】層・ロ・
跨月ばく目Ｈ因の、、胃の】宮口ぬく○口］§目どの中にも記録されてい
Hosei University Repository
ろ。この功業は、勿論彼一人の努力によるものではなく、彼を尊
敬していた多くの日本の友人、知人、門人の名をあげなければな
らない。また同時に、蘭領東印度政庁、出島のオランダ商館長
］・目毫】］］の日」ｏの自一のＨ》その後任の○の圓日口司の］寓言Ｑ］§『
彼の助手○日。］Ｅの出口すのＨこの二｝｝のロのロケの》ＤＨ・国の旨臥・ず団胃、のＨ
等の協力と理解があって、秀れた研究成果の大成をみたのであ
る。例えば、本稿で述べている国冒、のＨの協力した日本研究の一
部をとりあげてみると、美馬順三訳の「日本古代史」をＲ○胃ＣＩ
ｐｏ一・四の』の、］四宮日の●ず閃の】Ｃロの圏と題して、独逸語に逐字訳し、
神だの御名につぎ解説を行ない、ぐ・ロ四のず・］」が之に関連した
附考を欄外に試みているのがみられる。箭内健次博士は、これに
ついて「執筆年代については神武天皇紀の注に、ぐ８ｓのいのＢ
ｍＢＢＢの口亘の：｛ｐｐｍのＨのＮ①津の口目（］⑭、の）の旨臼の】耳目曰く。ｐ
医⑭①］畳Ｈのロ・とある事より一八二六年即ち文政九年、換言すれ
ばシーポルトの江戸参府の年といふ。他に比して極めて早い時期
（型）
に
ピ
ュ
ル
ヘ
ル
に
よ
っ
て
既
に
独
訳
さ
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
」
と
し
、
更
に
「順一一一の執筆年代は文政七’八年（一八二四’二五）であり、そ
れをピュルヘルが翌九年（一八二六）に蔬訳し、シーポルトがそ
れを本国に持ち帰り、一八三一年ホフマンが更にシーポルトの監
修の下に再吟味して、シーポルトの手を経て翌一一三年「日本」の
（鋼）
第一分冊として出版された」ことを明らかにしている。このこと
（妬）
は一面「日本」編集事業の萠芽を見出すのである。更に博士は、
（ｗ）
高野長英訳「南島志」の項で「原稿中「琉球記」（国のの◎胃の】す目ぬ
ぐ
８
口
呂
旨
）
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
助
手
ピ
ュ
ル
ヘ
ル
倉ＣＨ・国の日昌ｎケ■胃、のＨどの生涯について（石山）
の執筆に係り、処々にシーポルトの添筆が見られる。」と述べ、
桂川甫賢の祖父国端の弟である森島中良の「琉球談」を郭成章の援
助の下に、国ロ『ぬの㈲自身が独逸語に翻訳し、ぐ・口凹のず・匡の「日
（犯）
本」の琉球記事の素材をなしていることは明らかであることも論
究されている。ただこれについての執筆年代は、博士も指摘され
ておられるように、正確には分らず、恐らくぐｏ口盟のす。臣の日本滞
在期間中のことであることだけは確かなようである。これ等の点
については、「シーポルト研究」〃門人がシーポルトに提供したる
蘭語論文の研究〃の中で、箭内健次博士の担当されている論文に
詳しい考証がなされてあるので、ここでは省略することにしたい。
以上、国胃、①Ｈに関する例をあげて弓○口の】のヶ。］』の日本研究
成果の偉業の一部を簡単に触れてみたが、勿論ぐ・ロの訂す。｝」自
身の秀れたる才能、燃ゆろが如き好学的精神と指導的精神等があ
一○三
遷傘輪鱒蕊懸鰯蝿懸醗趨 lllll
〔Dr、HeinrichBUrgerの原稿〕
｢琉球記」中の年中行事の一部（｢シー
ポルト研究」所収ｐ２４９）
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ったからこそ偉大な成果をあげることが出来たのであり、今更こ
こで述ぺるまでしないことである。
しかし彼の後任として、自然科学調査の研究員、正式にはシ日‐
宮のロ：Ｈすの一四の斤日の【岸の【ロ呉ロ日ロロ＆ぬ○口』①目○の屍芹の］■宮口
の肩書をもつ己円・田の旨Ｈ】ｇ・団胃、の肘には、総合的な調査研究
するというような才能はなく、日本研究に偉大な功績をあげた
弓。口匹ｇｏ屋と比較して、はるかに見劣りがある。けれども、彼
は総合的に調査研究するという才能はなかったとしても、学者と
して最もふさわしい才能をもっていた。日常の研究態度は謙虚で
あり、また性格も温厚であったことも彼の特徴であったのだろう。
このことは、日本研究の成果を着実にあげていった事実から判断
し
て
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
材
料
（
資
料
）
蒐
集
の
方
法
は
、
彼
自
ら
蒐
集したものもあろうが、ぐ。ｐ辺のす。｝』が行なっていたのと同様
に、蘭館部屋付、同出入日雇を使い、植物採集や標本の作成につ
と
め
、
ま
た
猟
師
に
は
動
物
を
捕
獲
さ
せ
、
飼
育
し
た
り
、
剥
製
に
さ
せ
た
りしたものもあろう。また魚貝類については、長崎港附近の市場
で
買
い
、
時
に
は
生
き
た
ま
ま
の
状
態
で
買
う
こ
と
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い。これ等の収集品は、一八三○年と一八一一一五年の間に船で出島
から国自自旨へ、因國国ぐ旨からオランダの旧の己目に送られて
いつ露この報告書について、尋目の前舅博士は、私宛に書翰
で
団
冒
ｍ
ｏ
Ｈ
の
原
稿
タ
イ
ト
ル
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
即
ち
、
言
、
。
【
国冒、のＨョｍｍＯ岸の８８日日目民門の茸のＨ８夢の○○ぐ、目。Ｈ‐○の１
口の日］。｛凄のロ巨百ゲ固四の芹閂口昌ののいす○口芹斤彦の○口］ばく胃】○口。【
己一四日山②ロ』、の①』い』の⑩威口＆南。Ｈ］■くい：』向日。ｂ①》旨帛◎月日餌Ｉ
一○四
ば。ｐ■ず○員の○日のず。Ｈののゴ】忌己］四口訪帛。Ｈ岳のｍｍａ①口』回国ロの
貝国日囚弓旨・】、画①。旧】の庁○由』己のｇご］凹口扇⑫のロ【８国色国ぐ旨・
口の【。【の。Ｂの］ご旨、己］凹貝の②の日【ＨＣＢ□の日日色【◎国四国ぐ旨
【ｏＨｏｐ｝働く日】○口旨］固く口・田】の【。｛｝］『百ｍ］四℃四口のｍの己］②ロ芹のｍｏＨ
岳の因。白日＆］○四ａのロ自国昌斤の口園ｏＨｍ・旧】の［。｛］四℃■ロの⑩の
葭呂の印．⑪白【【の』目凹日日四］、目』ず】＆》８ヶの⑪の日｛ＨｏＢＤの。】目色
｛。■四国『旨。］田Ｐョ〕房○三口のｍの回ロ」］四℃い□の、の。可閏月芹の勗忍
等交である。この報告書のタイトルだけでも、彼の活躍、功績が
容易に理解できよう。
尚、彼の功績をたたえ、彼の名が動植物学の記録に残されてい
るものも多い。今日正式に学名として適用されているもので植物
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
掲
げ
ら
れ
る
。
Ｏシロ巳一の、旨国ロの温臼旨息の】のず・の芹Ｎｐ８（キッネノポタン科
ヤマオダマキ）
＠国ロのＨ、①吋冒、訂］百日の廷〕。①【国巨８（モクレソ科シデコプ
シ）
、シｏのＨ国巨のＨｍのロ目巨日乏［日ロの］（カエデ科トウカエデ）
⑤○の己冨］・日脚目、田口①旧の昌冨】ロロの］。（イヌガャ科チョウセ
ンマキ）
＠国日ず引璽呂房国巨の品の回】冨目の］（カヤツリグサ科オオテ
ソッキ）
◎伊田己の』①恩国巨の温の働昼［】＠口の］（マメ科キハギ）
＠句目ロロ、国巨①渦の口目回乏【】Ｐ目の］（イパラ科イヌザクラ）
、河口亘、ロロのＨｍの臥星［】Ｐロの］（イパラ科フュイチゴ）
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。ご月。】ロ盲目国巨の、の凶冨】ロロの］（ツッジ科ウスノキ）
ｅ□①ｍＢｏ」旨日国口のＨｍのＨ】富】ロロの］（マメ科シハハギ）
◎巳の門口ロの欄＆冨一ロロの］（モチノキ科シイモチ）
⑮句・］弓・」盲目因巨のＨｍの目目巨日二国Ｐ月］（ウラポシ科ヌカ
ポシクリハラン）
⑥○ｇ宮］◎国営の」目己目の囚の〕のす・の〔Ｎｐ８『日・団口のＨｍのＨ】
冨関】日・三目（イヌガャ科チョウセンマキ）
⑤の①口冨目の８宮四国目、の・ぐ胃・田口のＨｍの昌言関目。三目（リ
ン
ド
ウ
科
ホ
ソ
パ
リ
ン
ド
ウ
）
⑥富：ｎヶ旨目日月の口、】印肉目のＨ・ぐ日・団口のＨ、①且の。言の己（マ
メ
科
ニ
ン
ジ
Ｃ
ｅ三宮Ｈロロ日］口ｂｏ２ｏｐＢｍｂＨ①ロ、（Ⅱぐ】宮Ｈｐ目】国巨の品の目
（釦）
ご［】Ｐ）（スイカヅラ科ハクサンポク）等汽の学名に、彼の名
が記載されている。
また、動物学上の記録にＪも団胃、臼の功績をたたえて、学名が
附けられているものがある。即ち、
戸）己亘〕。⑪。Ｂ・ず日、①曰く：』のＨ四・のぐのロ（一一シキギンポ科
ダイナンギンポ）
ｓ団員９円の日のず日、の回⑦冨己（ヌタウナギ科ヌタウナギ）
（函）四四一月］口目、宮Ｈｍの己】【二のＨの（国①口］の（トラザメ科ナガ
サキトラザ〆）
ｓ閃冨８日・目印宮の温の国のｓ］の、①｝（アオガエル科カジカ
（虹）
ガエル）等の学名は、何れＪも今日適用されているＪものである。
尚、命名者の殆んどは、ドイツ及びオランダにてぐ。ｐ辺のす。屋
言つ『・国①冒己、写国冒胴のＨ圏の生涯について（石山）
七
一八三○年（天保元庚寅年）、商館長⑦①ＨＢＢｐ可の］寓言の】］］目
は、団胃、円を外科医師として江戸参府旅行に同行させたい旨、
希望したが、長崎奉行大草能登守が評定所の内意を受けて、その
同
行
を
拒
ん
だ
。
そ
の
理
由
は
、
不
埒
な
こ
と
が
あ
っ
て
国
禁
と
な
っ
た
ぐ・口盟のず・丘と参府をともにした男であるから、たとえ本人は一
の日本博物学研究の仕事を援助し、継続した著名な学者が多いこ
とも付記しておきたい。
しかしぐ目の厨の己の‐尻目の①日目氏の論文によれば、「国胃、Ｒ
は、日本の植物学に非常に功績ある人として四］号目、のＨ宮のＨｌ
ｍの国という唯一の植物だけが、彼の仕事をたたえ、名付けてい
（妃）
る」と述ぺられているが、これは決して当を得たものではないと
考える。即ち、この論文の引用は「国○日］息・日日」】。（】、誤）
の一部、出己Ｈ：熟ＰＲ口目ロ四国の項の三・巨切の□働く。□の
す。口ぐの目のぐ胃壁のＨの日日Ｐ息匡の』目の］回８一一①＆・口」の冨円・
］の□Ｈ・国胃、のＨ》Ｐ＆ｍＢ員」の日の畳のご◎貝百ヶ。日日Ｐ口①』①
〕口ご◎Ｐの戸口○口の一四℃Ｈ肝の貝○口、のロの。ロケｏｐｐのｐＨの巨吋目回す．、『
ｍ・口の】のロ・日』》国己Ｈ・切身、の旦寧》だけをとり上げ、記述してい
るに過ぎないからである。したがって、私は既に掲げた植物学名
十六種類、動物学名四種類中にふられる国日、臼の名をとった属
名、種名から判断して、彼がいかに日本博物学上貢献したか、読
者に理解してもらうと同時に、私自身この厚・田①旨号ゲ因旨、のＨ
を高く評価したいと思うのである。
一○五
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法
政
史
学
第
二
十
二
号
（⑬）
件に関係なくとも遠慮させるのが当然であるというのである。こ
のため因日、のＨの江戸参府は認められず、残念ながら出島商館に
居残り、調査研究に専念することになった。したがって、の】の宮屋
事件以後の江戸参府には医師を加えず、商館長と書記の二人だけ
に限られてしまった。「庚寅漫録」によれば「当春は去年シーポ
ルト一件に付医者は出府を差止められ、加比丹（ゲルマヰイン、
イニリッキス、イランコフ（四十八才）○円目色盲句の］寓言の】）一目
役人カルレンス、ユュルヘットコ【囚Ｈの一因弓のＨ｛団胃、のＨヒレ
ネンペヰ』①ぐ】］｝のロ自己の（一一一十才）両員のみ。是迄本石町長崎屋
へ誰渠となく所縁を求めて面会自由なりしが、当年は厳しく停止
せ
ら
れ
ぬ
と
云
ふ
。
余
本
所
へ
赴
く
日
脇
坂
家
の
門
前
に
て
回
動
の
体
を
観
（“）
ろ」とある。この史料では、団口ＨｍのＨをも参府しているように考
えられるが、これはｎ日。］ロ、国■ずの耳旦のぐ】一一のロ①巨す①と□Ｈ・
国の】日】のゲ国胃、①Ｈの二人の姓名を混同して用いられているので
あり、明らかに記録の誤りである。この点を明確にされた研究が、
板択博士の「日間文化交渉史の研究」である。即ち、「第百六十三
回天保元庚寅一八一一一○（甲）の①円目＆口甸の冨冨の】］一目随員筆者
（十一一、一○改元）
ｏ日の］出口すの剖二①ご】］｝のロのＰすの附添大通詞中山作一一一郎・小通詞楢
林栄左衛門、一八三○年一一月八日長崎発、一一一月一一一十日江戸着。四
月七日（一一一月十五日）拝礼。四月十九日江戸発。六月三日長崎着所
（帽）
要日数一一六日」とあり、また「江一戸歳事記」には、江戸参府に
於けるオランダ人の氏名は記録されていないが、「二月二十五日
頃紅毛人五年に一度参府。かびたん一人、筆者一人、都合二人な
り。当月の末到着し、本石町三丁目長崎屋源右衛門方に泊し、一一一
八
一八三一一年（天保三年）五月、彼は長崎出島を後に、多量の茶
樹の種子や苗を持って］自口に到着し、【Ｈ四コ目、の国の（同国‐
ご】ｍの①目の貝ぐ目旧凹己◎ず。尋（実験農業園）で耕作することにな
（〃）
った。これは一八一二○年、耕作条例の発布により、製茶事業が蘭
（妃）
領東印度政庁の手に移ったことによるものであった。翌一八一一一三
年六月九日、因胃、のＨは鉱物学の調査という任務で、のロ日日日の
西海岸にある甸呂：ｍｐｂ一目』⑫へＺＰ冒巨同冒己碕の○・日目の、】の
（自然科学委員会）の一員として一行と共に国四国ぐ旨を出発し、
（⑲）
この遠征に加わった。そして同年六月二十七日、【Ｈ四コ目ｍで茶
（釦）
樹の栽培検査を蘭領東印度政庁より命ぜられている。呉博士は
「シーポルト先生が旧本より瓜珪に送りたる茶樹は現今今ハタヴィ
ァ
州
の
内
現
今
ク
ラ
ー
ワ
ン
岸
当
目
、
の
ワ
ナ
ャ
サ
ミ
ロ
旦
閻
と
い
うところに栽培せられ、ドウ・セリエールといへる人その事業を
指導したり。一八一一一○年耕作条例の発布とともに、一八一一一三年先
（天保元）
（天保四）
生の助手たりしドクトル・ビュルヘルはその茶園及び製茶業を監
督するため瓜珪に赴きたることあり、東印度政府の報告によれ
ば、その栽培の結果は頗る良好にて、瓜珪の職工は紅茶と同様に
（副）
緑茶を製造して品質よきものとして売出したりという」と述べら
月上旬登城す。古来毎年来りしが、近年五年に一度となる。又か
びたん、筆者の外に外科一入来りしが、是も文政以来改まりてこ
（妬〕
人となれり」とある。この二つの文献からして、国辱Ｈ、のＨが江戸
参
府
に
同
行
し
な
か
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。
一○六
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九
一八一一一四年一月十七日、彼は］、目での活動を終えて、再度日
（詔）
本に渡来し、日本研究の任務を長崎出島に於いて開始した。そし
て同年九月十六日、日本とのロ日臼田の偉大な功績に対して、自
《へＣＨ・囚の百回○ず国冒、のＨどの生涯について（石山）
れているが、この論文中私はいくつかの点に疑問をもった。即ち、
その第一は、呉博士によれば、団胃、のＨは一八一一一三年］：ロに到
着したとされているが、既に私が述べたように、一八一一三年五月
であるということである。そして翌年の六月九日、自然科学委員
会の一員として㈲＆目、ご□］自身への遠征隊に加わり、鉱物学
の調査を行なって、六月一一十七日に属国ゴ§ぬの茶樹の栽培検
査の任務を、政庁から命ぜられている。そこで、呉博士が述べら
れている点は、この時をもって一八一一一三年、］ロくい到着説を書か
れたのではなかろうか。第二に、団日、のＨが日本から多量の茶樹
の種子や苗を持って、百ぐ囚栽培、検査したことは事実である
が、それが全部が全部、後に日本の茶樹によって中核をなしたと
はいいきれない面があるのではないか、ということである。即ち、
ご目の前の日の‐尻目、①日目氏の論文でも指摘されているように、
（艶）
「茶樹の原料は○回目（・ロから来たものである」と述ぺておられる。
元来、茶樹の原料は○目８口が中心であるから、私はむしろ植
物学者のぐ目の【の①己の博士の説の方が妥当性があると考えたい。
そこで、この二つの説から考えて、団胃、のＨの茶園及び製茶業の
栽培及び検査は、日本のものと○目８口のものの両方の茶樹にあ
ったと想像する。
然科学委員会の一員として勲章が授与され、禽閃昼旦のＨ冒旦の
（副）
○Ｈ』のご目曰のｚの』のＨ一目』のＣけの旧ののロゴ》》となった。この功績は、
一重に彼の努力ばかりでなく、本国にいる『○口の】ｇ・］」がオラ
ンダ政府に対して、賞賛する意見と助言が、彼をして勲章が授与
されたものであろうと、私は推測する。何故ならば、彼は『・ロ
の】のす・屋の日本研究の多大な援助者でもあったし、ぐ。口の】のす・屋
自身国胃、閂の援助に心から感謝の意を表していたからである。
一八三五年（天保六年）六月十四日、日本での研究調査も終り、
（弱）
奉給の半分が政庁より支払われ、］、ぐゆに到着してそこで再び活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
の
日
本
に
お
け
る
万
有
学
的
調
査
研
究
の
後
任
として、型のＨ・〔が、またその後任には目のＨ８Ｈ等の名があげら
れるが、何れの人汽も、団胃、Ｒ同様、本国にいるぐ。□の】のす。］』
との連絡を絶えず行ない、日本研究のための援助と努力を図った
のである。
さて、ＣＨ・国の冒国ｎヶ因芹、①Ｈの日本帰国に関する年代は、従
来
明
白
で
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
板
沢
博
士
に
よ
れ
ば
「商館長ニーマン（］・宮口ロの、同丘のヨロニの日自らの日記に従
うと、ビュルゲルは、一八三四年（天保五）までは確か日本に滞
（詔）
在して同じ任務に服していたようである」と述べておられる。ま
た「日本洋学編年史」には「一八三三年（天保四癸已）長崎和蘭
商館の薬剤師ピュールゲル（国の】日】＆団胃、のＨ）帰国す。ピ氏は
長
崎
滞
在
約
三
十
年
、
帰
国
の
後
、
シ
ー
ポ
ル
ト
と
共
に
日
本
に
関
す
る
大
（町）
著述に従事せりと一一一戸ふ」とある。両文献とも明らかに、彼の帰国
年代に誤りがみられる。特に、後者の文献には一一つの重大な間達
一○七
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い
が
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
団
胃
、
円
の
帰
国
は
、
既
に
私
が
述
べ
た
よ
に、一八三五年六月十四日であり、一八一一一一一一年といえば、彼は長
崎
出
島
に
は
居
留
し
て
お
ら
ず
、
］
目
色
で
活
躍
し
て
い
た
年
で
あ
っ
た
こ
とである。第二に、彼は長崎滞在約三十年とあるが、彼が長崎に
渡来した年は一八一一五年であり、日本を離れたのが一八三五年で
ある。したがって、団胃、のＨの長崎滞在は、］口§での活動（一
八三一一一年）を除いて、約九年ということになろう。そこでこの文
献のには明らかに誤りがあるので、私は本稿を通じて、この点と
を
訂
正
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
十
一八一一一七年頃（正確な年代は不明）、団旨、日は、一つ年上の
（記）
シロロ臼ｏ・日の］旨く目□目］のロ（】『の①！】、三）と結婚した。しか
し同年、彼は蘭領東印度政庁より再度日本研究を続けるよう委任
さ
れ
た
。
だ
が
彼
は
、
こ
の
委
任
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
と
断
わ
っ
て
い
る。ぐ目の后の己ｍ博士によれば「この断わりの理由は私にはわ
（弱）
か
ら
い
が
、
当
時
結
婚
し
た
た
め
に
ち
が
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し私は、単に結婚したために断った、というだけが、理由ではな
いと考える。即ち、第一に仮りに因日、円が結婚後、再度長崎に
渡来したとしても、当時日本は鎖国であり、外国婦人の上陸は一
切禁止されていたという事実（一八二五年国胃ｍｏＨと共に、ぐ。□
四のず。｝』の助手として渡来した○日。－口の国弓のＨ芹回のぐ】］］のロのロゲの
が、結婚後二か月の妻冨】目を伴って、長崎出島に来たが、妻
だ
け
は
上
陸
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
富
〕
目
は
遂
に
綿
為
法
政
史
学
第
二
十
二
号
一○八
（印〕
の情を後に長崎を去ったということ）を、知っていたということ
である。そのため、従来のように積極的・意欲的な研究成果が得
られないということを、自ら悟っていたにちがいない。また同時
に、幼少の頃から自分の家庭が不幸であったことも、断わりの理
由としてあげられよう。そのため結婚後の家庭というものを自ら
大切にしたかったのであろう。第二に、彼がユダヤ系ドイツ人の
家系であるが故に、人種的な差異により、迫害をうけているという
事実、例えば彼の結婚に対してシ日の扁己四日と旧の己のロの公文書
（団）
館中には、結婚証明書が存在しないこと。更に団邑ＨｍのＨが今まで
日本に於ける万有学的研究に従事し、秀れた成果をあげたにもか
か
わ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
自
体
が
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
い
こ
と
（砲）
（植民大臣は十分な科学的根拠をもっていないことを主張）等々
が、彼の日頃の不満となって、政庁からの委任を断ったものと推
測するのである。
一八一一一九年九月三十日、彼は再度自然科学委員会の一員に任命
（閃）
された。そして、それと同時に宛〕］庁のＢｐｍのロ曰く目三ｍ目目］〕］序
国璽◎凰①の館長、○・】・目の目目目とぐ。□の】のす。一旦は、
切目、のＨの功績を高く評価すると共に、彼が経済的に困窮してい
る点をオランダ政府に進言し、奨励金を交付するよう強力に申請
して、その許可を求めた。その結果、漸やく四年後の一八四三年
（“）
六月三十日、奨励金交付の許可が決議された。
一八四○年、彼は》》ＯＣＢ①］】の四回日日目醤号に乗り込み、］：餌
を出発して、オランダに到着し、その後シ目鼻のａ四日に住んで
（魔）
研究に専念している。この事実は、後述する彼の研究論文発表の
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著書によっても明らかである。更にこの期間に、ぐ・ロの】８．匡
と共に日本研究の仕事及びその整理に着手していたものと思われ
る。また、一八四二年頃に、彼は。くりのオテル・ド・フランスと
い
う
喫
茶
店
で
、
国
・
雪
の
§
目
を
介
し
て
詩
人
の
国
の
言
】
ｓ
国
の
富
（】ヨヨー】、認）と逢い、日本滞在中の見聞を話している。それは
十年あまり過ぎた一八五三’五四年頃書いた国の旨のの《《の①、【平
口』日のの⑲．「告白」と題した回想録に、この時の模様が記されてい
る。「およそ十二年前、ここ．〈リーのオテル。Ｆ・フランスに、
私の友人のリガ生れのＨ・ウェールマンが私を訪れて来たとき、
彼は一人のオランダ人を私に紹介した。その人は丁度日本から来
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
、
三
十
年
間
、
日
本
の
長
崎
に
住
ん
で
い
た
の
だ
が、私と知合いになるのを非常に望んでいたのである。それは現
在ライデンで、あの博学なジーポルトとともに日本に関する大著
を出版しているピュルゲル博士だった。このオランダ人の話して
くれたところによると、彼は一人の若い日本人にドイツ語を教え
たが、その青年は後に私の詩を日本語に融訳して出版したそうで
ある。そしてそれは、日本語で出た最初のヨーロヅ．〈の書物だっ
（髄）
たそうである」と述ぺている。しかしこの「上ロ白」は、回想録で
あるが故に、いくつかの誤りがあることも否定できない。即ち、
その第一は国胃帰Ｈが日本から帰って来たばかりであるという記
載である。日本を去ったのが一八三五年六月であり、仮に一八四
二年に因の旨のと逢っているとするならば、約七年の違いがある。
第二に、彼をオランダ人と書いているが、既に私が再三述べてい
る
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
倉□Ｈ・国のご己○ケ国胃函のＨｇの生涯について（石山）
国①旨の自身は、因胃、のＨが蘭領東印度政庁に勤務していたこと
と、長崎出島のオランダ商館で日本研究に従事していたこと等か
ら、オランダ人とふなしていたのであろう。第三に、長崎滞在一一一
十年間と述べているが、この点も既に述べたように、日本滞在は
約九年であるということである。第四に、日本の一青年に独逸語
を教えたとあるが、この青年とは一体誰れなのか、またこの青年
が国の旨のの詩を翻訳したとあるが、現在種女の文献を調査して
いるが、これを裏づけるものは何ら見当らない等の点である。た
だ、この当時ある程度独逸語を読糸得た錐しては、楢林重兵衛、
宇田川熔庵、杉田成卿等の名があげられるが、これ等の人犬の内
で、国ロ洞のＨから独逸語を学んだという史科も根拠も、今のとこ
ろ何ら見当らないのである。しかし田中梅吉博士の「総合詳説日
独言語文化交流史大年表」によれば、石本岩根氏の推測説を引用
して「中嶋広足と猪股久陰の協力のものに、かのクラウディウス
の詩が長崎で和訳されたものとする氏の説に絡んで、さらに氏が
想いつかれたものである。この説はまだ公表されていないと思う
が、氏からの直聞によれば、和訳されたクラウディウス詩の題は
「五月の歌」であり、またハイネも同季節の詩があるので、おそ
らくプュルヘルは在日中嬉かのクラウディウスの和訳の風聞も
漫然と耳にして、クラウディウスとハイネとを混線させたまま帰
独して、その混線のままをハイネに語ったのではあるまいかとの
（田）
説である」と。ただ博士も指摘されているように、この言四耳亘四印
○｝四＆旨のの詩は「一八二一一一年七月九日’一一十一一一日（文政六年六
月
二
日
’
十
六
日
）
の
あ
い
だ
、
す
な
わ
ち
シ
ー
ポ
ル
ト
の
第
一
回
の
長
崎
一○九
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一八四三年、彼は再度百くいにもどり、東洋学研究調査のため、
（だ）
蘭領東印度政庁のもとで多くの仕事に従事した。特に、『・ロの】↑
ず。］」や国巳［のロ凶・侭の植物園長団盲目の等のための研究援助を
中心に、またオランダ協会推進委員の指揮の下で、園芸学奨励の
ための任務を着実に遂行していった。そして翌一八四四年には、
］四ぐ口の土地所有者として、国巳蔚ロケ＆三目、のロ（外部領地、］ロゴ②
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入港に先だつこと二十日前後に、長崎では国学者歌人の中嶋広足
と若き蘭通詞猪股久陰の協力によって、マティーアス・クラディ
ウス（○一：』旨、冨呉昏宮】三Ｃｌ』巴の）作のドイツ詩「五月の
歌」（原題寓言＆］〕＆ご）が「やよひうた」と題して、はじめて邦
（的）
訳されたと推定される」と述ぺておられ、更に「この和訳の原テ
ク
ス
ト
が
ド
イ
ツ
語
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
は
明
証
が
（、）
欠けている」としている。そして注の箇所で、もしも同季節の詩
と
し
て
出
凪
月
の
作
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
「
遅
く
と
も
一
八
四
二
年
ま
で
の
詩
が
考
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
仮
り
に
「
レ
ク
ラ
ム
版
ハ
イ
ネ
全
集
」
の詩の部で、その年代の中の詩について模索のてみると、春の季
節
や
五
月
を
指
し
た
内
容
の
作
品
は
あ
る
が
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
詩
の
よ
う
（Ⅶ）
に明らかに「五月の歌」と題したものは見当らない」と断一一一戸され
ておられる。だが、何れにしてもこの同種の題の国巴目の詩が一
八四二年頃までに発表されていたとしても、国胃、のＨが日本を去
っ
た
の
が
、
一
八
三
五
年
六
月
で
あ
る
か
ら
、
私
は
こ
れ
を
当
て
は
め
る
こ
と自体無理があるものと考えるのである。
十
一
一一○
の外部の島）へ米運搬業から米や油の供給、保険の仕事、鉱山会
（ね）
社や砂糖会社に至るまで手をのばし、広い範囲の管理者として、
めざましい活躍をなしていったのである。
かくして、彼の生涯の前半は、主に日本に於ける万有学的研究
調
査
の
学
者
と
し
て
専
念
し
た
の
に
対
し
、
後
半
は
旨
箇
を
中
心
と
し
て、実業家としての仕事に重きを置いて活躍した。しかし実業家
として活鴎したからといって、生来から学問好きな彼が、研究を
放棄したという訳ではない。即ち、一八五七年七月には団員圀旨
（”）
の
居
留
民
と
し
て
、
研
究
調
査
の
旅
行
を
し
て
い
る
し
、
彼
の
研
究
成
果
が
一八四五年から一八五四年にかけていくつかの論文が発表・刊行
されている事実をみても明らかである。例えば、一八六二年（文
久二年）長崎出島のオランダ印刷所に於いて刊行された倉○回日‐
｝。、ロの」の｝回国す］】・弓のロロの》鈩目・尉示の目］ｇｏ目ご臼冨Ｈ・
句ヶ・田・□同の局国○門□己・胃いの。片少］・の目旦の」のい、日のロ８⑫
己ゲ〕巴ロロのごｍｍｏｍＨｍｂゲ】ロロ①の・の（けロ。］○ｍ】＠口の、①斤己。］岸】ロロ①の①庁
旦の、口己①』目、一隅Ｈの＆の円げのＨのｏ汀の、の庁急８口ぐ①Ｈ【田、Ｑの貝】Ｉ
｛】ロロのｍｇｐ：①芹向日已冨・ロロ国富シ】目官旨のＨ］の息のュ目』巴の①
岳亀》の中に、□Ｈ・国の冒吋】、彦団胃、９の研究著書が数点記載さ
れていることでも分かる。即ち、
①□Ｈ・因・国の鼠宮口の》ＯＢ己Ｈ一ｍｍ』のＨの①。、日ロ亘の・国門のの一目
博震、．Ｐｑ・四・ｍ
⑮因・国のＨ、冨巨、》出匡【の目』三目ゲゴの〕の目、の国｛の］ロ・国吋の⑩一目
】
震
、
』
・
ぐ
・
餌
、□旬・因の旨匡・ヶ団９，盲５℃どの】百］〕・庁の甸鈩【一四のぐ・ロ＠ｍ．
Hosei University Repository
尻目【のロ○○昏口畠田・図・ぐ・旨（○一・
⑤□獄・国・国の渦宮口、．□】の国目」の口斥日叫］のＨ昌一のＨごｑ一穴のＨ』のｎ
国円旦の・団Ｈｐｍ⑰の］■ロ』門①］ロ凶碕・］、、一・ｍ・ぐ○一・旨の。■ぐの○
樽、Ｃご一口ご○ずのい・
等為の論文であるが、何れも独逸語で書かれたものである。私は
団胃、のＨが日本で研究活動をしていた時代と］ロ菌での実業家と
しての活躍を比較して考えてみたが、仕事の内容こそ違いがあれ、
やはり両分野とＪも高く評価したい。よく世間では「二兎を追うも
のは一兎をＪも得ず」という諺があるが、国日、のＨ場合、秀れた才
能と積極的・意欲的な性格から判断して、学者と実業家の両者を
美事に調和達成した人物であると断言したいのである。
一八五五年十二月十八日、以前から申請していたオランダ帰化
（布）
申宇請の許可が出され、正式にオランダ人としての市民権を獲得す
ることになった。彼のオランダ帰化が何故承認されたかその理由
について私なりの推測をたててふると、その第一は、ヨーロヅ．〈
全
土
に
わ
た
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
問
題
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
自
身
の
権
利
獲
得
斗
争
の活発化により、一八三○年以降しだいに緩和されてきたことに
より、団日、のＨの帰化申請の許可に少なからず、影響があったの
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一
八
一
四
年に広大な権利をユダヤ人は獲得し、一八三七年に市会の地位を
（両）
許され、一八四九年には全面的な解放を獲得した事実が、国働ＨｍのＨ
にも及ぼしたのであろう。第一一は、第一の理由と関連して、オラ
ンダ政府のために永年多大な貢献をなした実績も、政府自ら認め
ざるを得なかったこともあげられよう。この一一つの点が、彼の帰
ＲＤＨ・国の旨己呂団冒頭のＨどの生涯について（石山）
今
日
の
オ
ラ
ン
ダ
の
国
情
は
、
国
内
の
地
下
資
源
は
乏
し
く
、
悪
条
件
の
耕地も多いが、酪農・園芸中心の集約農業やライン川水運を背景
とする中継貿易等を経済の基盤とする、きわめて経済水準の高い
国として知られている。
特に園芸学の奨励は、欧米各地に対する供給の中心地であり、
事小ながら歴史的にみても、一面オランダの経済的基礎を築き上
げる上に、重大な関係があったといっても、決して過言ではある
まい。即ち、過去に於けるオランダの国情は、十九世紀の初めにｚ甲
化を認めた理由ではなかろうか、と考えるのである。
一八五八年一一一月二十五日、彼は妻のシ目囚○．日の旨く：□：］のロ
と六人の子供を残して、目且日日。］ロで五十二才の生涯を閉じ
（犯）
た。田口『ぬの村は、自ら東洋を愛し、研究し、広い地域にわたって
実業面でも活躍した、そのはれの土地で逝去したのである。彼の
（ね）
妻は、一八七四年死亡するまで、そこに住んでいたが、恐らく自
分の夫が愛し、永眠したその土地を、彼女自身も離れることがで
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以上、概略的に□Ｈ・国の】日】Ｃヶ国胃囚閂の生涯について論述し
たが、勿論まだ私の研究不足、史料不足によるところも多く、問
題点もある。更にこの研究を深めていくためにも、機会ある毎
に、この論文の欠点を逐次補い、より完全なものにしていきたい
と考えている。ま
と
め
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己。］の。ｐ団ｏｇｂ凹耳のによって併合させられ、欧米列強の包囲をう
けて惨をたる有様であった。特に、植民地に於けるイギリスの圧
迫は激しいものがあった。このような情勢の渦中にまき込まれな
がらも、オランダは学術の隆盛という形で、他の国と相対抗し、
誤らないほどの勢力をもつに至り、しだいに回復してきたのであ
る。この成功の基礎は、もとよりオランダ政府の政策と根強い民
族性（不携・不屈なる精神）とが一致協力したことによるもので
ある、と想像しても決して間違いではあるまい。例えば、わが国
に渡来した国・【叫日ご｛円．○・句・目亘□ずのＨｍ・甸庁・甸吋・『目
の〕のず。戸出の旨昌彦国胃、のＨ・国のＨ・〔》目①算。Ｈ等の人々が、博物
学を蒐集し、調査研究に専念するということ事態が、当時のオラ
ンダの国情を反映していたものとみてもよいだろう。
彼等によって蒐集した材料は、直接オランダ本国に送られたも
（ね）
のあおるが、蘭領東印度政庁の所在地国已斤①ｐＮｏのＨ、植物園（現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
因
温
。
Ｈ
植
物
園
と
改
称
）
に
送
ら
れ
、
そ
こ
を
基
盤
に
栽培されて、本国に送られたものも多いのである。このことは今
日、欧米諸国に於いて東洋の植物が多く蔓延している事実をみて
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
注及び引用文献
（１）一八○四年初旬にヨ研ｏＨ（出目・弓のＨ）の四四日の一口で生ま
れ
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
確
か
な
史
料
も
な
く
、
教
会
の
登
録
簿
にも記載がないとされている（「国］ロ日田」ぐｏ田・洲】》Ｚ。．、ごｓ・
《《○○日臥す具】○口８岳の国】の８Ｈ］◎帛団○国目］色目曰固Ｈｂ］○Ｈｇ］◎口
冒冨巳昌、量・言・］・ぐ目の（の①日、’尻目、の日目・句・色①）ので、
一一一一
私
は
む
し
ろ
、
一
八
○
六
年
一
月
二
○
日
生
の
ユ
ダ
ヤ
系
家
系
の
登
録
に
記
載されている事実を重視したい。（２）「団］ロ日田」『・円。Ｘ】・
ｚｏ・口岳Ｓ・へ《○・日回す貝】ｏｐ８岳の国璽。ご○｛団○国日昌目」
因§］。Ｈ畳。ｐ冒冨四一ｍ〕の旨．》言・】・『目の【の①日⑫’属目⑫の日目・
句・おの．（３）前掲論文句・巴Ｐ（４）同囿・色①。（５）
のｏ甘く目の①］］の．豆の言い三斤の］』のＨ○の。温’シロｍｐｍ芹ご曰くのＨ１
巴斤騨目ｏ・豊ロ、①ロヨ詮‐】忠『ｚ・・浸召、目」沼田の》勺．①ｓ
雪の．（６）注（４）勺・おの．（７）ぐ目の汗の①日切‐尻目の①日目前
掲論文祠・お『．（８）の①ロの日一の国芹のシＨＣぽぐのｍ・目富国■ぬ■の》
【。］◎己の口隠『①．Ｈの、。｝口威○口の◎ぐの日ｏＨｏのロの日］ｚ○・①．届圏・
口。．②．（９）同、【○一・日の口匿のＰＨのの。］ロ二・口］目・崖・】笛９
口・・ザ（、）板沢武雄「シーポルト」人物叢書、吉川弘文館、
昭和三十五年、六十七頁。（、）同頁。（四）呉秀一一一訳「シーポ
ルト江戸参府紀行」異国叢書、駿南社、昭和六年、八十五’八十
六頁。（皿）古賀十二郎「西洋医術伝来史」昭和十八年、二五○
頁。今泉源吉「蘭学の家桂川家の人戈」（続篇）篠崎書林、昭和
四十一一一年、一一一八頁。（ｕ）注（８）参照。（咽）呉秀三訳注、
前出、九○頁。（肥）同、二五七頁。（Ⅳ）貴国◎日］息・日日ご
閂』震】・国回国『・日日・己．】蜜！』忠・旨シニ・缶百口・冨巨のロｏ庁・
三・四・］震ｍ・句・量・現在の学名は印（のロ日盲目・ロ＆①一己冨
冨員のロ日ロ日に変更、尚、これと関連して付記しておくと、今日
箱根神社裏にある天然記念物「ひめしやら純林」は、同種の植物
である。（肥）呉秀三訳注、前出、四一八頁。呉秀一一一訳注、前出、
四一八頁。（四）同、四四一頁、（別）今泉源吉、前掲書、二二
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六頁。呉秀三箸「シーポルト先生その生涯及び功業」３、東洋文
庫
、
平
凡
社
、
昭
和
四
十
三
年
、
二
五
七
。
（
、
）
板
沢
武
雄
前
出
、
七
十
九頁。（犯）同、八十一’八十二頁。（閉）同、八十五頁。（皿）
今泉源吉、前出、二一一六頁’一三七頁。（妬）同、五一四’五一
五頁。（妬）呉秀一一一箸、前出、一六六頁。（〃）「シーポルト研
究
」
日
独
文
化
協
会
編
、
岩
波
書
店
、
昭
和
十
三
年
〃
シ
ー
ポ
ル
ト
と
日
本
に於ける西洋医学〃大鳥蘭三郎、四九四頁。（肥）注（８）参照。
同、（的）呉秀三箸、前出Ｉ、一一一五四頁。（皿）同、一一一一頁。
（皿）板沢武雄署「日蘭文化交渉史の研究」吉川弘文館、昭和三
十六年、一一一四二頁。（羽）「シーポルト研究」前出〃門人がシー
ポ
ル
ト
に
提
供
し
た
る
閲
語
論
文
の
研
究
〃
の
内
、
十
一
美
馬
順
三
訳
、
日
本古代史、箭内健次、二○六頁。（弧）同、二○九頁。（妬）同、
注（狐）参照。（詔）十四高野長英訳、南島志、箭内健次、二四
八頁（町）同、二四九頁。（胡）ぐ目の訂の日、’尻目の①日：前出
田・色⑭．（胡）「増補版牧野日本植物図鑑」北隆館、昭和一一一十二
年、（蛆）「新日本動物図鑑」下巻、北隆館、昭和四十四年、
注（３）参照。（⑰）禽甸］・日】四℃・日日．．『・〕雷、・冒す四℃・
巨惇．（伯）注（皿）参照。（必）「庚寅漫録」第九編、呉秀三箸、前
出Ｉ、三七九頁。（妬）板沢武雄「日蘭文化交渉史の研究」前出
一二五頁。（妬）「江戸歳事記」巻一、呉秀一一一箸、前出’一一一七九
頁。（灯）同、二一二頁。（蛆）注（〃）参照。（伯）○・ｍ・缶・
【。］・巳図画田。円のの。］具】○口］ロロの①．】田四・口。．、．（印）同、
Ｈの、。］貝】。ｐ］ロロの弓・畠９．口。・、．（田）注（〃）参照。（田）
注（胡）参照。（別）同、鵠望．Ｈのｍ・一員】。ｐ］目・】「屋匿》ロ◎・
農ＣＨ・田①】口己Ｏ圧国胃、のＨ馨の生涯について（石山）
桴．（団）○・の・缶・の白日の、の日①白Ｈ】の』①、』一円。届一口のＣＨの◎の①ロ・
〕の。］認』・口。．①』。（弱）の・の．シ・【。」○己野田田》Ｈの、。一日】○口
］白目の崖・】忠ロロ・・一・（閉）板沢武雄「日閲文化交渉史の研
究」前出三四二頁。（Ⅳ）「日本洋学編年史」畦蕊麺鋼鰍禰錦正社、
昭和四十年、四四六頁。（開）注（２）参照。（田）注（２）参
照。（帥）呉秀三箸、前掲書Ｉ、一一一九頁。（。）注（３）参照。
（舵）注（２）参照。（田）㈲の耳のＨ庁・目昏の三冒寓のＨｏ｛弓の
○○一ｏ己の、［○岳の○○ぐのロｏＨｏのロの日一口日のｚｏぐ．⑭Ｐ］忠の》口○・
トヘヨヨの．（“）○・ｍ・缶・【○一．日⑩ロ、三ｍ》Ｈのの。一員〕○巳］ロロの
ｇ・】匿い．□。．Ｐ（筋）注（２）参照。（船）土井義信訳、ハ
イネ選集ｕ「告白・回想・遺言」解放社、昭和二十一一一年、一○○
’
一
○
一
頁
。
（
町
）
沼
田
次
郎
署
「
幕
末
洋
学
史
」
刀
江
書
院
昭
和
二
十
七年、二二九頁。（船）田中梅吉著「総合詳説日独言語文化交流
史大年表」一一一修社、昭和四十一年、一一一六七頁。（印）同、一一一一二
頁。（刀）注（的）参照。（、）注（閉）参照。（ね）注（２）
参照。（、）注（３）参照。（別）注（３）参照。（市）門田「
ｏｍＣの○・扇・】、⑰、》の国禺のず］口」】田（］ロの【量の旨く・ロ○盆Ｓ）
（祀）「ユダヤ人の歴史」霜Ⅱ鮮封勝孝一獺』みすず書房、昭和四
十一一年、一一一一一七頁。（刀）注（３）参照。（犯）注（３）参照。（刃）
こ
の
植
物
園
は
、
現
在
で
も
世
界
第
一
位
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
熱
帯
植
物
が
約
一
万
種
に
近
い
植
物
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
五
○
万
種
に
の
ぼ
る
植
物
標
本
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
（昭和四十四年度文部省科学研究助成費受給研究の一部）
一一一
Hosei University Repository
